
第１回
岐阜県多“食”種連携
研究会

The 1st Multi-eat collaboration study group

4月11日(日)
2021年

藤島 一郎 先生 浜松市リハビリテーション病院 病院長

摂食嚥下障害の昔，今，未来
特別講演

事務局 医療法人社団登豊会近石病院 歯科・口腔外科（担当：中澤）
FAX｜058-294-7380 E-mail｜gifutashokushu@gmail.com

各職種による講演

開催｜ハイブリッド形式(WEB配信＋来場)
配信場所｜朝日大学医科歯科医療センター

医師｜歯科医師｜薬剤師｜看護師｜歯科衛生士
管理栄養士｜言語聴覚士｜理学療法士｜作業療法士
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https://www.facebook.com/gifushokuren/

申込み｜
問合せ｜
参加費1,000円 学生無料

https://twitter.com/gifushokuren

チケットを購入後、事務局で入金が確認された方に、
メールでURLとパスワードをお送り致します。
チケットをまとめてご購入された方は、URLをお送
りするメールアドレスを事務局までご連絡ください。
なお、会場へお越しの方は、事務局までご連絡を
お願い致します。

教育講演は、来場の場合でもパブリックビューイングとなります
ので、ご了承ください。

▲チケット購入▲

12:30→14:00

9:35→11:30

9:30→14:05



第 1 回 岐⾩県 多“⾷”種連携研究会 
 

 
第 1 回テーマ：多“⾷”種連携のいま，そして未来  

  

⽇時：令和 3 年 4 ⽉ 11 ⽇（⽇） 

開催⽅法：ハイブリッド（基本オンライン，接続困難な⽅は来場可）  

                    世話⼈は来ていただけるのであれば来場 場所：朝⽇⼤学（医科⻭科医療センター） 

  

9:30 ‒9:35 開会の辞：⾕⼝裕重先⽣  

 

9:35 ‒11:30 岐⾩県多“⾷”種連携のいま，そして未来（1 職種：12 分〜13 分程）  

座⻑：和座雅浩先⽣，⾕⼝裕重先⽣  

発表内容  

「他職種に何が提供できるのか」，  

「何が⾜りないと感じているか（必要としているか）」，  

「どのような連携を取りたいと思っているのか」 

順不同  

①医師  ：和座雅浩  先⽣  

 

 
②⻭科医師  ：良盛典夫     先⽣  

③⾔語聴覚⼠  ：佐野和幸  先⽣    

④看護師 ：浅野さつき 先⽣ 

⑤薬剤師 ：⽯原祥史  先⽣ 

⑥管理栄養⼠  ：淺野⼀信  先⽣  

⑦理学療法⼠  

⑧⻭科衛⽣⼠  

：小久保晃 

：藤井重⼦  

先⽣  

先⽣  

⑨作業療法⼠ ：森島圭佑 先⽣ 

11:30 ‒11:45 質疑応答（ディスカッション）  

11:45 ‒12:00 各協賛の紹介（15 分）  

12:00 ‒12:30 休憩(30 分)  

 

12:30 ‒ 14:00      

特別講演：藤島⼀郎   先⽣（浜松市リハビリテーション病院   病院⻑）  

「摂⾷嚥下障害の昔，今，未来」（講演 80 分，質疑応答 10 分）  

座⻑：國枝顕⼆郎   先⽣  

14:00-14:05 閉会の辞：和座雅浩   先⽣  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



後援  

岐⾩県医師会，岐⾩県⻭科医師会，岐⾩県薬剤師会，岐⾩県病院薬剤師会， 岐⾩県栄養⼠会， 

岐⾩県理学療法⼠会，岐⾩県作業療法⼠会，岐⾩県⻭科衛⽣⼠会， 岐⾩県⾔語聴覚⼠会 

 

 

単位取得  

➢ 老年⻭科医学会 

取得単位：2 単位 

 

① 受講者は教育講演の終了後にグーグルフォームで学会名および会員番号を記載する。 

② 開催者は受講者の情報をエクセルにまとめ学会へ提出および受講者へ修了証を送付する。 

③ 受講者は単位の取得状況を老年⻭科医学会 HP で確認する。 

 

 

➢ 摂⾷嚥下リハビリテーション学会 

取得単位：10 単位 

 

① 受講者は事後アンケートに取得する学会名および会員番号を記載する。 

② 学会終了後に送られてくる受講証明書を取得する。 

③ 受講者は資格更新まで受講証明書を保管し、更新時に必要書類とともに学会事務局に提出する。 

 

➢ ⽇本薬剤師研修センター研修制度  

取得単位：2 単位 

 

① 希望者は研修会受講後、当⽇中にグーグルフォームで研修会中に表示されるキーワードや薬剤

師免許番号等のアンケートに回答する。 

② グーグルフォームのキーワードが全て合致していた希望者に関して、アンケートを基に研修シ

ールを送付する。 

 


